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「熊大生諸君、世界に目を向けよう」　
～世界を見てきた18年から国際保健の現状と課題を語る～
Overviewing the state of global health through the experience of foreign services for 18 years
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今日、日本人の渡航先と目的は多様化してお
り、アジアやアフリカ、中南米のいわゆる熱
帯不健康地への出張者や駐在員も増加してい
る。 また、わが国と渡航先の文化や疾病、
医療のギャップを知らずに出かけたために、
心身の健康を損ね現地での治療に窮する日
本人の例も多い。演者は、1993～ 2009年と
2011～ 2012年、外務省の医務官として世界各
地の途上国に勤務し、海外邦人の健康管理
や疾病対策に従事してきた。 その原点は、
熊本大学医学部在学中に恩師、多田功教授
（寄生虫病学、当時）から薫陶を受けたことに
ある。 本講義では演者が見てきた世界の疾
病医療事情を紹介するとともに、最近市民の
関心も高い輸入感染症の脅威についても言及
し、熊大生諸君の参考に供したい。
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